
 

 

 

 

 

社会教育推進員に関するアンケート調査（結果） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査時期 令和５年１０月 

回 収 率 ７９.３％（１１５／１４５自治会） 

回答方法 LoGo フォーム ７８.３％(90 自治会) 

            FAX・持参等  ２１.７％(25 自治会) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



問 2. 社会教育推進員は自治会や校区等で具体的にどのような活動をしていますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 3. 社会教育推進員の選出は貴自治会にとって負担になっていますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 4. 社会教育推進員の制度を廃止することについてどう思われますか？ 
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問 5. 社会教育推進員の制度を廃止した場合に困ることがあればお書きください（抜粋） 

 

・町内で役割がはっきりしており、重要な責務を担っているため廃止は困る。 

・将来的に役員になってもらいたい人を選んでおり、大切なステップと考えている。 

・役員とは違った立場で住民に関わり、自治会との連携を図る意義は大きい。 

・次の時代のリーダー育成になっているので残してほしい。 

・若い世代との交流が疎遠になる。少子化の時代ますます必要になる制度だと思うので存

続してもらいたい。 

・世代間交流での橋渡し的存在がなくなる。 

・町内イベントがなくなり、自治会が衰退する。 

・役割を担うものが役職名を失って活動を積極的に担ってもらう動機づけが困難になる。 

・地域コミュニティの活動が減り、人間関係が希薄になってしまう。 

・町の役員の 1人として活動しており、制度がなくなると他の役員の負担が大きくなる。 

・人選には苦慮しているが、なくなると役員にしわ寄せがくるのが心配。 

・イベント運営等に代役を探し、定着するまでの指導が必要となる。 

・まちかどフォーラムやイベントの司会や世話役をしてもらっている。 

・町内の評議員としての役割があるため、別の役員名で作る必要がある。 

・制度がなくなると市からの依頼や住民からの要望や苦情の対応を区長や役員が担わなく

てはならなくなる。 

・イベント開催などは役員全員で対応しているため廃止されても困ることはない。 

・小さな町なので行事も少なく困ることはない。 

・今程度の役割であれば役員の兼務で対応できる 

・役員で代行するので困ることはない。 

・各行事について担当者が決まっているため困ることはない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



問 6．その他、社会教育推進員制度についてご意見、ご提案がありましたらお聞かせくだ

さい（抜粋） 

 

・自治会の活動の中でも重要。見直すにしても現在の制度を踏襲した形のものが必要。 

・役割や設置目的を明確にし、社会活動への参加や協力者が不足している問題点の解決に

立ち向かってほしい。絶対に廃止しないように。 

・市の政策として女性役員の登用推進の話もある。社会教育推進員は女性役員（子育ての

中心となる年代の女性）とすると決めてしまえば変革するのではないか。 

・高齢化が進む中で地域コミュニティの存続のために行政からの支援策が必要と考える。 

・人間関係が希薄になっており、地域活性化を目指す取り組みが行われていると思うが、

真逆のようなアンケートになっている。今こそ地域で必要な存在だと思うので行政が支援

すべきではないか。 

・三役の前職としての位置づけが決まっているため必要な役職です。 

・発足時の目的から、時代が変わり意識構造も変化してきているのではないか。 

・他の制度（青少年補導委員）なども見直しが必要。 

・人権学習と合わせて制度の見直しが必要と考える。 

・自治会に任せるなら市の支援をしっかりお願いしたい。 

・高齢化で空き家も増え、これからを考える人は少ない。若い人が都会に出て帰ってこな

いのも就職先がないから。こんな状況で社教推進は必要なのか？人口減少の現状を打開す

ることが先決。 

・誰が任命し、指揮下にあるかわからないため何をやるべきか判然としない。いきいき委

員、いきいきサロン、青少年育成会など行事ごとの推進役が重複してよく分からない。 

・地域の活性化を進めるうえで重要であるが、ニーズの多様化が進む中、新たな受け皿と

してふるさと創造会議ができ、重複する部分があるのであれば整理すべきである。 

・他の役員も含めてなり手がなく、現役世代に負担がかかっている。 

・役職が多すぎて選出に困っているので１つでも減らしてほしい。 

・人口減で役員確保が難しくなるので、減らせる役職は減らしてほしい。 

・行政から役職を強制的に依頼するやり方はやめてほしい。 

・社会教育推進員の役割と重複している役職があるため廃止になっても困らない。 

・独自の役割は特にないので廃止になっても困らない。 

・廃止になれば他の役に回ってもらえる。 

・具体的な活動内容が分からない。専門的に勉強した人がしてはどうか。 

・目的も仕事も中途半端で分かりにくく必要なのか疑問。やらされている感がある。 

・行事も減り、以前に比べ活躍する場が少なくなった。 

・昔は社教が中心になって夏祭り等行っていたが、子供も減って祭りもなくなった。 

・他町の取り組みや人選方法を聞きたい。 


